


展示担当の学芸員によるギャラリートークを

実施します。

・日程 令和７年８月１６日（土）、１７日（日）

・時間 午前１０時から午前１１時まで

午後１時から午後２時まで

開始５分前には、ふれあいギャラリー前に集

合してください。

途中参加、途中退席も可能です。

為萬世開太平（ばんせいのためにたいへいをひらく）。終戦の詔書

に使用された文言で、北宋の儒学者張横渠（ちょうおうきょ）の言

葉。戦後の貫太郎は平和を意味するこの文言を良く揮毫したと伝

わり、鈴木貫太郎記念館のシンボルとなる塔碑にも刻まれている。

この展示が開催されるちょうど８０年前。内閣総理大臣として昭和天皇に

「聖断」を仰ぎ、日本を終戦に導いた、郷土の偉人鈴木貫太郎。彼は、どの様に生き、

そして多くの人々に親しまれたのか。戦後の貫太郎から鈴木貫太郎記念館

建設の契機となる貫太郎翁の顕彰活動について、その道のりを貴重な資料や

ギャラリートーク

8月 9日の御前会議

鈴
木
貫
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郎
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・東武野田線（東武アーバンパークライン）

愛宕駅から徒歩 15 分

（愛宕駅から県道つくば野田線を国道 16 号方

面に進み、野田市役所入口交差点を右折）

・まめバス 4新北ルート、5清水ルート、6堤台ル

ート、7中ルート、8中根ルート、9愛宕ルート、

10 大殿井ルート、11 循環ルート、12 新南ルー

ト「市役所」バス停で下車

・茨急バス「野田文化会館入口」または「庚申塚」

バス停で下車徒歩 3分

アクセス

白川一郎画

関係者の言葉とともに紹介する。

終戦について吉田茂から鈴木貫太郎への書簡



